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水道事業 

〇水道のあゆみ 

 元来、福島市は良好な飲料水に乏しく、昔から井戸を掘っても良質な地下水が得られず、人々のほとん
どは市内の小川の水をそのまま飲み水にしていた。 
 
 －水道のはじまり－ 
 このような事情から文久年間（1861 年～1864 年）以来、しばしば当時隣村の泉村から柳清水の湧水を
導水しようとする計画が有志の間で進められたが、実施するには至らず明治11年になりようやく県令の許
可を得て、各町有志の尽力と募金で現在の上水道の前身である簡易水道の誕生となった。 
 
 －上水道創設－ 
 逐年人口の増加と商工業の発達に伴い水の需要がにわかに増加して水不足をきたすことがしばしばだっ
たので、この水不足を解消するため上水道創設の機運が高まり、大正11年、当時の市街地（旧市内）を給
水区域とし計画給水人口 50,000 人、１日最大給水量 5,550 ㎥と定め、阿武隈川を水源として工事に着手、
同14年３月末 1,500,000円の工費で完成した。 
 
 －拡張事業－ 
 その後20余年の間は創設当時の施設で給水してきたが、市勢の進展と数次に及ぶ隣接町村の合併、生活
様式の変化等により水需要は年々増大し、昭和22年の第１次拡張事業を初めとして７次にわたり福島市上
水道の拡張事業を行い安定的な供給に努めてきた。 
 
 －第８次拡張事業－ 
 第８次拡張事業の概要 

区分 福島市上水道 
計画目標年次 平成 21 年度 
事業着工年度 平成元年度 
事務竣工年度 平成 21 年度 
計画給水人口 279,130 人 

計画一日最大給水量 104,000 ㎥ 
計画一人一日最大給水量 373ℓ 

水源 
自己水源            0 ㎥／日 
  受水      104,000㎥／日 
   計     104,000㎥／日 

総事業費 269億 953万円 
 
 第８次拡張事業は、将来における市勢の進展、市民生活の向上等により増加の予測される水需要に安定
的に対応するため、摺上川ダムを水源とする福島地方水道用水供給企業団（以下企業団）より受水するこ
とから、平成12年度を目標年次とし事業の推進を図ってきたところであるが、摺上川ダム建設事業の工期
の延期及び事業費の増加等基本計画が変更され、これに伴って企業団からの受水年度も遅れることとなっ
たことから、平成10年度に事業の変更を行った。 
 しかし、本格受水後出来る限り摺上川ダム水源の一元化を基本とし、安定供給の見通しを得た段階で渡
利浄水場を廃止する方針が示されたことから、再度基本計画を変更し渡利浄水場廃止に向けた施設整備を
行うため、平成15年度に事業変更を行った。 
 さらに、これまでは右肩上がりに増加していた水需要は、社会経済状況の変化や節水意識の定着により、
その伸びが急速に鈍化傾向を示すようになり、 将来的にも大幅な増加は見込めない状況となったため再
度水需要を見直し、水源計画や施設整備の最適化を図るため、平成18年度に事業の変更を行い、平成19年
度には企業団より本格受水開始、平成21年度に第８次拡張事業が完了した。 
 
 －現在の水道事業－ 
 現在の水道事業は、第１次から第８次までの拡張事業を経て企業団から標高が高い５つの施設（北部配
水池、中央部受水池、南部受水池、鳥川配水池、飯野受水池）で受水し、自然流下方式により安定供給を
行っている。 
 さらに、平成27年４月には、公営簡易水道事業であった福島市土湯簡易水道事業、福島市高湯簡易水道
事業及び福島市茂庭地区簡易水道事業を福島市水道事業に統合した。 
 今後、安全でおいしい水を絶やすことなく供給し、お客様に信頼され、いつでも身近にあり親しまれる
水道を未来へ確実に繋ぐため、平成27年度に策定した「ふくしま水道事業ビジョン（福島市水道事業基本
計画 2016）」に基づき、事業を推進する。 
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〇事業報告書 

１ 概況 
(1)総括事項 

令和６年度の水道事業は、「第６次福島市総合計画」に掲げる「ライフラインの災害対策の強化」とし

て、重要施設となる基幹施設、基幹管路の耐震化事業に、引き続き集中的に取り組んだ。 

また、「ふくしま水道事業ビジョン」の基本方針である「安全でおいしい水の供給」、「災害に強い水

道の構築」、「持続可能な水道経営」、「地球にやさしい水道へ挑戦」に向けて施策・事業を展開し、水

道水の安定供給と健全な経営の確立に努めた。 

主な事業として、「災害に強い水道の構築」を図るため、新たに土湯地区水道施設整備事業に取り組ん

だ。土湯温泉町地区において、自己水源の水量の不安定を解消し、施設の耐震化を図るため、福島地方水

道用水供給企業団（摺上川ダム）からの供給へ切り替え、令和 10 年度の給水開始を目指し、初年度の令

和６年度は、用地測量及び買収と設計を進めた。 

維持管理としては、遊休資産を整理し利活用を図るため、旧渡利浄水場の施設解体に着手するなど、用

途廃止施設整理事業に取り組むとともに、受配水池の修繕や管路の更生により長寿命化へも取り組み、ア

セットマネジメントを実践した。 

「持続可能な水道経営」に向けて、人工衛星画像とＡＩを活用した漏水リスク評価を反映し、漏水調査

を実施した結果、漏水発見率が向上し、有収率が上昇した。また、目視点検では確認できない水管橋をド

ローンにより点検するなど、ＩＣＴやデジタル技術を積極的に活用し、効率的かつ効果的な事業実施に努

めた。経営の状況は、主に人口減少の影響により、家庭をはじめ多くの業態で使用水量が減少した結果、

給水収益が減少した。 

一方、支出においては、用途廃止整理事業に伴い資産減耗費が増加したが、適正な事務執行に努めた結

果、予算額を上回る純利益を確保した。 

今後も、人口減少や、建設資材の高騰、労務単価の上昇など、社会情勢と経済状況の変化を注視しなが

ら、水道事業に与える影響を見極め、安全安心でおいしい水道水の安定供給と健全経営に努める。 

 

①予算の執行状況 

イ 収益的収入及び支出 

  （収入）                        (単位：円、税込) 

予算額 決算額 予算に対する増減 執行率（％） 
7,638,062,000 7,613,612,367 △24,449,633 99.7 

 

  （支出）                                  (単位：円、税込) 

予算額 決算額 翌年度繰越額 不用額 

 

 

執行率（％） 
7,857,492,000 7,041,816,185 680,057,000 135,618,815 89.6 

収入は、加入金が減少したことにより予算額を下回り、支出においては、主に営業費用に不用額が生

じた。 

また、翌年度繰越額は、用途廃止施設整理事業に係る継続費１件、修繕費２件の計３件分である。 

 

ロ 資本的収入及び支出 

  （収入）                               （単位：円、税込） 

予算額 決算額 予算に対する増

減 

執行率（％） 

1,998,474,000 1,223,254,378 △775,219,622 61.2 

 

  （支出）                              （単位：円、税込） 

予算額 決算額 翌年度繰越額 不用額 執行率（％） 

5,956,573,000 4,050,093,162 1,326,316,195 580,163,643 68.0 

収入は、企業債及び補助金等であり、この財源と繰越財源をもとに建設改良工事等を実施した。 

また、翌年度繰越額は、継続費５件、老朽管更新事業等 15件の計 20件分である。 
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②業務の状況 

イ 給水人口及び戸数 

区分 令和６年度 令和５年度 対前年度増減 増減率(％) 

給水人口（人） 263,714 266,859 △3,145 △1.2 

給水戸数（戸） 128,926 128,776 150 0.1 

普及率（％） 98.0 97.9 0.1 0.1 

 
ロ 配水量                                  （単位：㎥） 

区分 令和６年度 令和５年度 対前年度増減 増減率(％) 

年間総配水量 29,030,564 29,707,244 △676,680  △2.3 

１日最大配水量 85,574 87,409 △1,835  △2.1 

１日平均配水量 79,536 81,167 △1,631  △2.0 

 

ハ 有収率                （単位：％） 

令和６年度 令和５年度 対前年度増減（pt） 

89.7 88.9 0.8 

 
③建設改良事業 

 建設改良事業の総額 3,010,548,816 円の内訳は、建設改良費 935,266,252 円、固定資産購入費

459,304,830 円、老朽管更新事業費 1,573,744,008 円、土湯地区水道施設整備事業費 42,233,726 円であ

る。 

導送配水管延長は次のとおりである。 

                              （単位：ｍ） 

令和６年度  令和５年度 対前年度増減 増減率(％) 

1,650,218 1,648,826 1,392 0.1 

 

④財政状況 

イ 収益的収支の状況 

本年度決算において、経常利益 385,883,881円、純利益 385,865,881円 となった。 

                    

ロ 資本的収支の状況 

収入が 1,223,254,378 円、支出が 4,050,093,162 円となり、不足する額 2,826,838,784 円は、損益勘

定留保資金等で補填した。 

 

ハ 費用の構成 

費用の構成等総費用 6,573,558,997円に占める費用の比率で、受水費は 34.5%、減価償却費は 26.9％を 

占めている。 

（税抜） 

区分 受 水 費 減価償却費 職員給与費 支 払 利 息 そ の 他 

金額（円） 2,266,449,968 1,769,346,790 670,396,168 135,134,810 1,732,231,261 

比率（％） 34.5 26.9 10.2 2.1 26.3 

                                ※受託工事費及び特別損失を除く 

 

ニ 料金収入に対する元利償還金比率                    （税抜） 

区分 料金収入 
元利償還金 

元金 利息 計 

金額（円） 6,288,287,723 1,032,311,625 135,134,810 1,167,446,435 

比率（％） 16.4 2.1 18.5 
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ホ 供給単価と給水原価        （単位：円） 

供給単価 給水原価 給水損益 

241.58 240.14 1.44 

              ※有収水量１㎥あたり 

 

（２）経営指標に関する事項 

令和６年度決算における経営成績について、経営の健全性を示す経常収支比率は、有収水量及び給水

収益が減少し、かつ営業費用が増加したため前年度比 5.9 ポイント減の 105.9％となったが、健全経営

の水準とされる 100％を上回った。 

また、事業に必要な費用を給水収益で賄えているかを判断する料金回収率は、前年度比 5.3 ポイント

減の 100.6％となったが、費用を給水収益で賄えていることを示す 100％を上回った。 

一方、償却対象資産の減価償却の状況を示す有形固定資産減価償却率は、前年度比 0.1 ポイント増の

59.5％、法定耐用年数を経過した管路延長の割合を示す管路経年化率は前年度比 3.3 ポイント増の

25.7％と施設の老朽化が進行しているが、これは費用の低減及び平準化を図ることを目的にアセットマ

ネジメントに基づく更新計画や維持管理計画により、既存施設の延命化に取り組んでいる結果である。 

また、当年度に更新した管路延長の割合を示す管路更新率は、令和５年度からの繰越分を含めた工事

の完了に伴い、前年度比 0.1 ポイント増の 0.3%となった。将来の更新需要に備え、現在の経営状況を

維持しつつ、引き続き計画的な更新を行うこととしている。 

 

＜経営指標の推移＞                   （単位：％） 

 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

経常収支比率 110.8 111.8 105.9 

料金回収率 104.7 105.9 100.6 

有形固定資産減価償却率 57.9 59.4 59.5 

管路経年化率 20.3 22.4 25.7 

管路更新率 0.5 0.2 0.3 
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〇施設の概要 

１ 現有施設能力 

令和７年３月 31日（単位：㎥／ⅾ） 

福島市上水道事業 

施設名 水源種別 施設能力 

自
己
水 

横塚水源地 湧水 ※1 

鷲倉山水源地 湧水 400  

神ノ森浄水場 とく沢表流水 440  

焼松山浄水場 草蒔沢表流水 280  

自己水計  1,120  

※２ 

 

 

 

受

水 

北部配水池 浄水受水 

109,830 
中央部受水池 〃 

南部受水池 〃 

鳥川配水池 〃 

飯野受水池 〃 1,070 

受水計   110,900 

計   112,020 

※1 平成20年１月31日で休止。（予備水源としての能力は 620㎥／ⅾ） 

※2 福島地方水道用水供給事業からの浄水受水であり、水量は計画最大受水量を示す。 
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２ 基本計画 

名称 計画給水人口 計画一日最大給水量 
計画一人一日最大給水

量 

福島市上水道事業 282,000人 99,000㎥ 350ℓ 

※基本計画につきましては、認可の内容を記載。 
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○業務 

１ 業務実績表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（令和7年3月31日現在）

※令和５年度は366日

29．
職 員 １ 人 当 た り
有 収 水 量

370,578 365,521
千円

職 員 １ 人 当 た り
営 業 収 益

職 員 １ 人 当 た り
有 形 固 定 資 産

30．

31．
千円

1 人

1

100

１日最大配水量

１日平均配水量

㌽

１日平均配水量

配水能力

１日最大配水量
× 100

× 100

0.9

1.2人

0 人

㎥/万円

78.0

千円

㎥

千円千円

人△ 723,031 人 3,103 人

1.44

円/㎥

△ 12.02

18.02

7.13

299,198 ㎥ 306,930 ㎥ △ 7,732

92.9 ％

％71.0

ℓ

81,167

270

人

87 人 86 人

28 人 28

88.9

115 人 114 人

％

円/㎥

円/㎥ 円/㎥

円/㎥

％

㎥/万円

76.4 ％

㌽

配水能力

92.9

72.5

㎥/ｍ

％ ㌽

241.58 240.10

74,187 75,622 △ 1,435

240.14

△ 2.5

1.48

円/㎥

円/㎥円/㎥

226.64

13.46
供給単価-給水原価

年間総有収水量

△ 1.9

㎥

ℓ

ℓ

ℓ

負 荷 率

最 大 稼 動 率

㎥

供 給 損 益

職 員 １ 人 当 た り
給 水 人 口

年 間 総 有 収 水 量

１ 日 最 大 配 水 量

１ 日 平 均 配 水 量

資 本 勘 定 所 属職 員数

供 給 単 価

１ 人 １ 日 最 大配 水量

給 水 原 価

施 設 利 用 率

損 益 勘 定 所 属職 員数

職 員 数

１人１日平均有収水量

有 収 率

固 定 資 産 使 用 効 率

配 水 管 使 用 効 率

6.81

270

％

17.59

89.7

備 考

ＢＡ

(Ａ－Ｂ)Ｃ増減

人

269,208 人

人

△ 3,277

282,000

△ 1.2
基準日：各年３月３１日現在

福島市の推計人口を基準に算出

項 目

年間総有収水量
×

1,000ℓ

0.8

△ 4

0.1

0

△ 676,680

△ 431,525

△ 1,83587,409 ㎥

㎥ △ 1,631

比 較

Ｃ／Ｂ

増減率(％)
令和５年度令和６年度

266,859

14．

15．

16．

17．

27．

25．

22．

23．

24．

18．

19．

20．

21．

26．

年間総配水量

100

×

年間総配水量

100

1,000ℓ
365 日

×

28．

△ 0.32

円/㎥

11．

79,536

12．

13．

10．

年 間 総 配 水 量 29,030,564

６．

７．

1,650,218

年 間 総 給 水 量

年 間 総 受 水 量８．

９．

27,099,953

85,574

26,030,231

28,875,736

導 送 配 水 管 延 長

配 水 能 力
112,020

㎥/日

㎥

㎥

普 及 率

ｍ 1,648,826

㎥/日

％97.9

給 水 戸 数 戸

％98.0

ｍ

㎥/日

1,392 ｍ

0112,020

１．

２．

３．

４． 128,926

人

人

戸

総 人 口

計 画 給 水 人 口

現 在 給 水 人 口

128,776

282,000

263,714

人 272,485 人

人

５．

△ 3,145 人

0

現在給水人口

総人口

150

㌽

戸

×

0.0

△ 1.2

0.1

－

㎥

㌽

△ 1.2

0.0

－

365

㎥

㎥

△ 365,761

㎥

㎥

㎥/万円

㎥/ｍ
△ 0.43

13.50

27,531,478

△ 2.0

△ 1.6

△ 1.4

△ 2.1

㎥

㎥

26,395,992 ㎥

㎥

令　和　６　年　度　　業　　務　　実　　績　　表

△ 1.5

ℓ

％

328

29,534,857 ㎥ △ 659,121 ㎥

29,707,244 ㎥

324 ℓ

㎥/ｍ

△ 1.6

×

0.0

0.1

0.0

△ 2.2

△ 2.3

△ 2.3

0.0

－

－

－

△ 2.4

△ 4.5

0.6

6.0

△ 89.3

損益勘定所属職員数

有形固定資産

5,057
千円 1.4

全職員数

※「4.給水戸数」について、令和６年度から各月末の平均値を計上することとした。
　これに伴い、令和５年度の数値についても、上記算出方法により置き換えたものである。

経常費用－受託工事費－長期前受金戻入

日  ※令和５年度は366日

１日最大配水量

現在給水人口

現在給水人口×

年間総有収水量

年間総配水量

導送配水管延長

年間総配水量

有形固定資産(万円)

給水収益

年間総有収水量

現在給水人口

損益勘定所属職員数

年間総有収水量

損益勘定所属職員数

営業収益－受託工事収益
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２ 事業別水量 

                    （令和７年３月 31日現在） 

区分 

事業別 

年間総取水量     

（受水量含む） 
年間総受水量 

年間総配水量     

（受水量含

む）     

（Ａ） 

年間総給水量     

(Ｂ) 

有 効 率     

(Ｂ)／(Ａ) 

福島地区 
（㎥） （㎥） （㎥） （㎥） （％） 

28,875,736 28,875,736 28,875,736 26,969,922 93.40 

土湯地区 72,283 0 72,283 54,807 75.82 

高湯地区 44,574 0 44,574 42,757 95.92 

茂庭地区 37,971 0 37,971 32,467 85.50 

計 29,030,564 28,875,736 29,030,564 27,099,953 93.35 

 

３ 配水量及び給水人口推移 

年度 

区分 
Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

一人一日最大 

配水量

（ℓ） 

357 332 339 341 327 355 344 352 328 324 

一日最大 

配水量

（㎥） 

98,025 94,063 95,743 95,460 91,052 98,603 93,588 95,052 87,409 85,574 

給水人口

(人) 
285,424 283,654 282,162 279,971 278,474 277,419 275,111 269,690 266,859 263,714 
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４ 業態別給水戸数（延戸数）及び使用水量 

           （令和７年３月 31日現在） 

（単位 戸数：戸、水量：㎥） 
 業態区分 

地区別 
家庭 学校 官公・公共 会社事務所 製造業 御・小売業 サービス業 病院 多目的ビル その他 臨時給水 公衆浴場 合計 

福島地区 

延戸

数 
1,436,345 4,573 16,146 40,116 5,027 14,488 28,711 5,601 2,641 1,671 8 155 1,555,482 

水量 19,775,388 473,850 668,250 592,438 752,610 451,668 2,151,838 697,578 283,588 14,532 325 43,184 25,905,249 

土湯地区 

延戸

数 
903 12 120 36 0 11 216 0 0 0 0 0 1,298 

水量 12,254 0 8,876 274 0 18 31,008 0 0 0 0 0 52,430 

高湯地区 

延戸

数 
24 0 24 0 0 0 120 0 0 0 0 0 168 

水量 706 0 4,468 0 0 0 36,312 0 0 0 0 0 41,486 

茂庭地区 

延戸

数 
1,947 24 192 36 24 0 18 12 0 9 0 0 2,262 

水量 20,432 310 9,094 34 2 0 968 214 0 12 0 0 31,066 

計 

延戸

数 
1,439,219 4,609 16,482 40,188 5,051 14,499 29,065 5,613 2,641 1,680 8 155 1,559,210 

水量 19,808,780 474,160 690,688 592,746 752,612 451,686 2,220,126 697,792 283,588 14,544 325 43,184 26,030,231 

構成比 

(％) 

延戸

数 
92.3 0.3 1.0 2.6 0.3 0.9 1.9 0.4 0.2 0.1 0.0 0.0 100 

水量 76.1 1.8 2.6 2.3 2.9 1.7 8.5 2.7 1.1 0.1 0.0 0.2 100 

1 ヵ月 

平均 

延戸

数 
119,935 384 1,373 3,349 421 1,208 2,422 468 220 140 1 13 129,934 

水量 1,650,732 39,513 57,557 49,396 62,718 37,641 185,010 58,149 23,632 1,212 27 3,599 2,169,186 

1 戸 1 ヵ月当たり水量 13.8 102.9 41.9 14.7 149.0 31.2 76.4 124.3 107.4 8.7 40.6 278.6 16.7 

 

５ 給水原価費用別比較 

  （有収水量１㎥当たりの給水原価費用） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

※　給水原価（　）内は、構成比率及び対前年度との構成比率比較増減を示す。

（単位：円）

（ ▲ 2.04 ）

19.16

（ 7.16 ）

13.50

0.48

（ 0.11 ）

0.26

（ ▲ 0.17 ）

0.01

（ 0.00 ）

▲ 5.27

（ ▲ 2.53 ）

▲ 0.34

（ ▲ 1.79 ）

0.06

（ 0.01 ）

▲ 0.56

（ ▲ 0.38 ）

▲ 0.92

令和６年度

対 前 年 度
比 較
増 （ ▲ ） 減

0.62

（ ▲ 0.37 ）（ 10.72  %）

13.46  －

）

226.64 ▲ 1.31

（ 100.00 %）

1.48

－

241.58

1.44

3.81 ▲ 0.45

0.51 ）

33.18 ▲ 0.90

（ 14.64  %）（ ▲ 0.30

6.03   %）（ ▲ 0.79 ）

0.00

（ 0.02   %）（ 0.00 ）

56.50 0.41

（ 24.93  %）（ 0.32 ）

0.64 ▲ 0.10

（ 0.76 ）

5.75 ▲ 0.50

（ 2.54   %）（ ▲ 0.20 ）

合     計

供 給 単 価

受 水 費

そ の 他

（ 1.68   %）（ ▲ 0.19 ）

86.81 0.68

（ 38.30  %）（

材 料 費

薬 品 費

路 面 復 旧 費

1.11 ▲ 0.15

（ 0.49   %）（ ▲ 0.06 ）

0.04

動 力 費

修 繕 費

（ 0.28   %）（ ▲ 0.05 ）

13.67 ▲ 1.88

（

支 払 利 息

減 価 償 却 費

（（ 11.09  %）

年　度

職 員 給 与 費

区　分
項　目

令和４年度令和５年度

金　　　額
対 前 年 度
比 較
増 （ ▲ ） 減

25.13 1.5925.75

金　　　額 金　　　額

23.54

56.09

15.55

0.04

4.26

（ 2.74   %）

（ 0.33   %）

（

10.33  %）

6.25

0.74

24.61  %）

（ 0.02   %）

1.26

（ 0.55   %）

（ 6.82   %）

（ 1.87   %）

（ 14.94  %）

86.13

（ 37.79  %）

1.43 238.67

10.72  供 給 損 益

240.10

227.95

（ 100.00 %）

34.08

5.19

（ 2.16   %）

55.58

（ 23.14  %）

0.70

（ 0.29   %）

8.40

（ 3.50   %）

0.77

（ 0.32   %）

0.05

（ 0.02   %）

4.29

（ 1.79   %）

87.07

（ 36.26  %）

52.34

（ 21.80  %）

240.14

（ 100.00 %）
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６ 水道料金等 

(1)水道料金（平成 28年４月１日から施行） 

 〇基本料金 

  （1ヵ月につき） 

口径 料金 うち消費税 

13 ㎜ 1,375円 125 円 

20 ㎜ 2,750円 250 円 

25 ㎜ 3,795円 345 円 

30 ㎜ 5,665円 515 円 

40 ㎜ 11,550円 1,050円 

50 ㎜ 15,510円 1,410円 

75 ㎜ 37,730円 3,430円 

100 ㎜ 61,490円 5,590円 

150 ㎜ 127,270円 11,570円 
 

〇水量料金 

水量料金（１㎥につき） 

種別 水量区分 料金 うち消費税 

専
用
給
水
装
置 

一
般
用 

1㎥～10㎥まで 92.40円 8.40円 

11㎥～20㎥まで 141.90円 12.90円 

21㎥～50㎥まで 211.20円 19.20円 

50㎥を超えるもの 271.70円 24.70円 

公
衆
浴
場
用 

1㎥～200㎥まで 38.50円 3.50円 

200㎥を超えるも

の 
88.00円 8.00円 

 

※私設消火栓演習用……１栓 1回 10分ごとに 715円（うち消費税 65円） 

 1ヵ月の水道料金は基本料金と水量料金との合計額となる。（合計額に生じた円未満は切り捨てる。） 

 

(2)加入金（消費税改正に伴う改正）～令和元年 10月１日承認分より適用～ 

  （1件につき、単位：円） 

口径 13㎜ 20㎜ 25㎜ 30㎜ 40 ㎜ 50㎜ 75 ㎜ 100 ㎜ 150 ㎜ 

加入金 60,000 150,000 240,000 350,000 720,000 1,260,000 

管理者の 

定める額 

(3,100,000) 

管理者の 

定める額 

(5,200,000) 

管理者の 

定める額 

(11,000,000) 

消費税 6,000 15,000 24,000 35,000 72,000 126,000 310,000 520,000 1,100,000 

計 66,000 165,000 264,000 385,000 792,000 1,386,000 3,410,000 5,720,000 12,100,000 

 

〇財政 

     （令和６年度決算） 

１ 経営 

(1)収益 

収入面において、7,638,062 千円の予算に対して、7,613,612 千円（税抜 6,959,980 千円）の決算とな

り、24,450千円の減収となった。 

(2)費用 

支出面において、7,857,492 千円の予算に対して、7,041,816 千円（税抜 6,574,114 千円）の決算とな

ったほか、翌年度繰越額 680,057 千円の決算となり、135,619千円の不用額が生じた。 

(3)純損益 

上記の結果、税抜 385,866 千円の純利益が生じた。 

 

 



- 304 - 

 

２ 収入支出状況 

(1)収益的収入及び支出 

（収入）                                  （単位：円、税込） 

科目 予算額(A) 決算額(B) 
予算額に比べ 

決算額の増減 

執行率  

(B)／(A)（％） 

営業収益 7,089,924,000    7,097,209,071    7,285,071    100.1 

営業外収益 548,137,000 516,403,296 △31,733,704 94.2 

特別利益 1,000 0 △1,000 - 

収益的収入計 7,638,062,000 7,613,612,367 △24,449,633 99.7 

 

（支出）                                  （単位：円、税込） 

科目 予算額(A) 決算額（B） 翌年度繰越額 不用額 
執行率 

(B)／(A)（％） 

営業費用 7,602,695,174 6,817,020,549 680,057,000 105,617,625  89.7  

営業外費用 224,778,826  224,777,636 0  1,190    100.0  

特別損失 18,000  18,000 0  0  100.0  

予備費 30,000,000   0 0  30,000,000  0.0  

収益的支出計 7,857,492,000 7,041,816,185 680,057,000 135,618,815 89.6 

 

(2)資本的収入及び支出 

（収入）                                  （単位：円、税込） 

科目 予算額(A) 決算額(B) 
予算額に比べ 

決算額の増減 

執行率 

(B)／(A)（％） 

企業債 1,394,800,000 820,900,000 △573,900,000 58.9 

補助金 475,412,000 284,035,507  △191,376,493  59.7  

負担金 128,262,000 118,318,871  △9,943,129  92.2  

資本的収入計 1,998,474,000 1,223,254,378 △775,219,622 61.2  

 

 

（支出）                                 （単位：円、税込） 

科目 予算額(A) 決算額（B） 翌年度繰越額 不用額 
執行率 

(B)／(A)（％） 

建設改良費 4,917,027,000   3,010,548,816   1,326,316,195 580,161,989 61.2 

企業債償還金 1,032,313,000 1,032,311,625 0 1,375  100.0  

国庫補助金返還金 7,233,000 7,232,721 0 279  100.0  

資本的支出計 5,956,573,000 4,050,093,162 1,326,316,195 580,163,643  68.0  
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〇福島地方水道用水供給企業団 
 摺上川ダムの建設設計の促進に伴い、県北地方の水需要に対応する水道用水供給事業については、企業

団方式により実施することで計画が進められ、昭和60年７月福島市ほか11町による福島地方水道用水供給

企業団設立準備会が発足、同年10月５日県知事の許可を得て「福島地方水道用水供給企業団」が設立され

た。 

 昭和61年６月６日には厚生大臣から水道用水供給事業の経営について認可となり、昭和63年度から本格

的な工事に着手した。 

平成17年度には創設事業に係る建設工事を終了し、平成19年度から本格供給を開始した。 

 なお、市町村合併に伴い、構成団体は３市３町となった。 

1 企業団の概要 

 地方自治法第 284条第１項及び地方公営企業法第39条の２の規定による一部事務組合 

(1)処理する事務 

水道用水供給事業の経営に関する事務を共同処理する。 

(2)事務所の位置 

福島市飯坂町字沼ノ上１番地の１ 

(3)構成団体及び選出議員数 

構成団体 議員数（人） 構成団体 議員数（人） 

福島市 ５ 国見町 １ 

二本松市 １ 川俣町 １ 

伊達市 ２   ３  市 

  ３  町 
定  数 

11 桑折町 １ 

(4)議会 

 〇議長    １人 

 〇副議長   １人 

(5)執 行 機 関 

 〇企業長―——―副企業長 

 〇理事（各構成団体の長） 

 〇監査委員  ２人 

２ 水道用水供給事業計画概要 
(1)創設事業 

 １．計画最大取水量  161,300㎥／日（最終目標 249,000㎥／日） 

 ２．計画最大供給水量 149,920㎥／日（最終目標 231,570㎥／日) 

 ３．計画目標年次   平成19年度 

 ４．工期（創設事業） 昭和61年度～平成17年度 

 ５．供給開始     平成19年度(平成15年度～平成18年度は暫定供給) 

 ６．総事業費     1,487.9億円 

 ７．ダム建設費負担率 31.8％ 

(2)ダム参画水量 

構成市町名 
ダム参画取水量 

（㎥／日） 

構成比 

（％） 

福島市 176,300  70.80 

二本松市   7,400   2.97 

伊達市  49,800  20.00 

桑折町   6,000   2.41 

国見町   6,500   2.61 

川俣町   3,000   1.21 

計 249,000 100.00 

 

計 


